
＜問い合わせ先＞東海学園大学地域連携推進室　０５２－８０１－１２７３

写真：「名古屋城本丸御殿復元工事(表書院)の
　　　  上棟記念式典における棟木の木曳き」

キ　リ　ト　リ

東海学園大学公開講座「平針木遣と歌舞伎」申込用紙（申込期限：６月２２日）

名　前 連絡先

（ふりがな）

（他　　　　名）

東海学園大学公開講座【天白生涯学習センター連携講座】

「平針木遣と歌舞伎」

日 程：平成２８年６月２５日(土)１０時～１２時(開場９時半)

場 所：東海学園大学名古屋キャンパス３１１教室（住所：名古屋市天白区中平2-901）

講 師：安田 文吉 (東海学園大学 人文学部特任教授) 

村瀬 進 (名古屋市無形民俗文化財指定 平針木遣保存会 会長)

定 員：先着３００名

受講料：無料（全席自由）

＜申込方法＞必要事項を明記の上、メールまたはFAXにてお申し込みください。

(ﾒｰﾙ) ext@tokaigakuen-u.ac.jp

(FAX) ０５２-８０１-１２９２

平針木遣音頭をご存知でしょうか？

平針木遣音頭は名古屋城築城（1610年）の際の木遣音

頭を伝承したものと言われています。木遣は元来神社仏

閣等の造営工事の際の労働作業歌であったものが家屋

の新築は慶事であることから後に祝言歌としても伝承さ

れ今日に至っています。戦後から続く平針木遣音頭保

存会の尽力により昭和31年には名古屋市無形民俗文化

財に指定され、現在に至るまで地道な活動が続けられ

ています。

今回、保存会の方々による木遣を実際に聞いていただく

とともに、平針木遣のうち、京木遣唄と称されるものにつ

いてお話しします。

この京木遣は江戸時代一番人気の高かった歌舞伎・浄瑠璃作品を取り込んだ唄が中心です。今回

は、特に人気の高かった「二十四孝」「太閤記（太功記）」などを取り上げ、木遣が取り込まれた場面を

ビデオで見ながら、木遣唄との関わりをお話しします。
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東海学園大学

名古屋キャンパス

※駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。

＜会場へのアクセス＞

東海学園大学

名古屋キャンパス


